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Real-world-oriented sensing and display achieved by high-speed performance
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図 1 (上段) 3視点拘束に基づく 1,000fps 3次元センシング [1]，適応的照明を用いた高速反射特性計測 [2]，

多重化レーザ計測による任意物体の 3次元運動センシング [3], (下段) BFS-Auto: 高速・高精細書籍電子化シ

ステム [4]，DynaFlash: 1,000fps・8bit階調高速プロジェクタ [5],変形・伸縮物体へのダイナミックプロジェ

クションマッピング [6]

1 はじめに
次世代のアプリケーションでは，ダイナミッ

クなシーンで機能する実世界指向型の視覚セン

シング・ディスプレイ技術が必要不可欠である．

本稿では，これらの両技術に人間の知覚を上回

る高速性を与える方法論と，その強化がどのよ

うなインテリジェンスをもたらすかについて述

べる．

2 高速性と実世界把握
実世界の動いているものをそのまま止めずに

瞬時に認識する．その情報量をデジタルアーカ

イブのレベルにまで押し上げる．このような極

限的な実世界把握のためには，形，質感，運動

など視覚情報を形成する全てを網羅的かつ高速

に捉える必要がある．この統一的な実世界把握

に向けて，実現してきた要素技術を図 1に示す．

また，書籍電子化において達成したブレイクス

ルーの例を同図に示す．

3 高速性と実世界提示
実世界と整合する提示空間を自在に展開する

ためには，提示技術を人間が知覚できないレベ

ルにまで速度を向上させ，時空間的な同時性を

確保する必要がある．この要請を実現するため

に，高速なプロジェクタを開発し，実世界提示

の新たな可能性を具現化した例を図 1に示す．
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